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住民アンケート調査結果の概要

１ 目的

広域避難時の交通量や必要なバスの台数を把握するため、避難時の移動手段、自動

車の利用実態等について調査を行った。

２ 調査対象

重点区域13市町村のうち、帰還している11市町村（いわき市、田村市、南相馬市、

川俣町、広野町、楢葉町、富岡町、川内村、浪江町、葛尾村、飯舘村）の住民

【無作為抽出】 いわき市、田村市、南相馬市、川俣町、広野町、楢葉町、川内村

【全世帯配布】 富岡町、浪江町、葛尾村、飯舘村

配布数 7,715世帯

回答数 3,330世帯（回収率 43.2％）

３ 調査結果

（１）避難手段（※四捨五入のため割合の合計は100％にはなりません。）

自家用車 2,850(87.5％)

親戚・近隣の方の車 67( 2.1％)

行政が用意したバス 240( 7.4％)

その他 100( 3.1％)

（２）自家用車で避難する場合、避難に使用する台数

１世帯あたりの平均 1.4台

１台あたりの乗車人数 2.2人

（３）想定している避難先はどこか（行政が用意したバスで避難する方を除く。）

行政から指示される避難所（避難中継所） 1,420（53.1％）

避難所以外（県内） 535（20.0％）

避難所以外（県外） 719（26.9％）

（４）想定している避難ルートはどこか（行政が用意したバスで避難する方を除く。）

行政から指示されるルート 892 (32.7％)

自分でルートを決めている 803 (29.4％)

特に決めていない 1,035 (37.9％)



（５）緊急時の情報入手手段として有効と考えているもの（３つまで回答）

テレビ 2,333（72.0％）

ラジオ 1,132（34.9％）

緊急速報メール 1,729（53.4％）

インターネット 361（11.1％）

スマートフォン 1,176（36.3％）

防災行政無線 1,350（41.7％）

市町村や消防の広報車 590（18.2％）

行政への問合せ 222（ 6.9％）

その他 66（ 2.0％）

（６）避難するタイミング

行政からの避難指示があった時 2,239（69.7％）

避難指示前に自己判断で避難する 846（26.3％）

その他 129（ 4.0％）

（７）避難の準備に要する時間

１時間未満 477（14.9％）

１～２時間程度 1,132（35.4％）

２～３時間程度 927（29.0％）

３～４時間程度 409（12.8％）

５時間以上 253（ 7.9％）

（８）福島第一原子力発電所の現状について、不安に思うこと（３つまで回答）

廃炉作業に伴う事故・トラブルの発生 2,720（83.0％）

（放射性物質の放出・飛散等）

津波・地震対策への不安 1,571（48.0％）

再臨界・爆発への不安 2,030（62.0％）

理由はわからないが不安 674（20.6％）

特に不安を感じていない 326（10.0％）

その他 162（ 4.9％）


